
「ふくしま『学宿』」綴告会から繋げる防災教育

1 はじめに

本校は福島県観光交流局鶴光交流課、福島県観光物産交流協会が主宰し、2017年

Ⅱ月10日から12日の2泊3日で実施された福島県教育旅行モニターツァー(以下、

モニターツァー)に、埼玉県立浦和第一女子高等学校と合同で参加した。このモニター

ツァーは「今、福島でしか学べないことがある!ふくしま『学宿』」と名令Nナられており、

福島をフィールドとした「主付軸勺対話約で深い学び」の実現を朗指したものである。

本校からは1年生9名、 2年生13名、引率教諭2名が参加Lた。

筆者はこのモニターツァーに引率の一人として参加した。ここ数年間は、校務分掌

の防災担当として防災教育を推進していく立場にありながら、その方法に苦應してい

た。いずれ起こるといわれている首都直下型の大規模災害に備えて、宵分事として防

災に関心を持ち、主体的に行動することができる生徒の育成を目指して、偶U建教育の

中で何ができるのか、試行の日々であった。

そこで、今回のモニターツァー参加を機に防災教育に繋げることができないかと考

えた。まずは、今年度の授業の中で、モニターツァーに参加した生徒によるピアエデュ

ケーションの実施を試みた。モニターツァー中の研修内容は「見て聞いて考える」要

素が大変充実しているものであることから、生徒の市捌辛な感性をそのままビアエデュ

ケーションとして伝えたいと考えた。筆者は、養護教諭として本校に赴任Lているが、

保健科教諭として1年生の保健科授業も担当している。養護教諭として保健室からの

視点も生かして、授業づくりを心掛けている。

災害は避けられないが、減災は可能である。被災する前に証E備しておいてほしい内

容について、生徒とともに学習tる中で、防災備蓄品などの物理的な準備以外に大切

なことにっいて気づき、次の学習に繋げる学習を試みたいと芳えた"。今回は、その

導入過程としての報告である。

保健体育科増 隈 かやの

2 授業の実施内容

2,1 「ふくしま『学習』」における研修内容

「ふくしま『学習』」における研修研要は次のと翁りである(表2ート1)。モニターツ

アー中の研修内容は「見て聞いて芳える」要素が火変充実しているものであった。車

窓から婦還困好社也城の現状を見て、福島に生きる人たちからの声を聴いて、さらに振

り返りのディスカッションを通じて思>昔を深めることを繰り返した。
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M起 兇学場"謡'師と講和の内容

①炎沢涼子氏(福島県男女北生センター)

4じ1ヒ最大級の避難所「ビッグパレットふくしミに派迭され、長期化する避難生活の

中、6女性の生活の質の向ト:と安全確保の観点力、ら避難所の運'営についてお話いただ

いた。

表2-1-1 「ふくしま『学習』」研修概要

福島県環境創造センター「コミニタン福島」見学

②秋元洋子氏(川内工業(イ打代表取締役刈内村婦人会会長)

震災後に「いつでも人が戻0て二られるように」との思いから、「ひまわり」を創設。

村'内のコミュニティを支える役割を担い、震災当時の状況や1愉村'後の深題について

お話を伺った。

③j樽挿琶力女牲社員

惜還嗣難状況にある池域住民に対する補償問題や廃炉処理に携わる立場からお話

を伺った。

鬮道6号線の通過

一部が愉遂困難区域を含む避難指示区域を通る道路を通過する。原発郭故が起こっ

た当時のままの店舗や矧押二が生い茂ってしま0た樹んぽなどを屯窓から磁流忍。

日没後は、明かりが消えた街に、ところどころに防犯のためoy好備拠が立っている様

子が耐'認できる。被ばく量も確認しながらの通過であ0た。

④越智小枝氏(相馬中央病院非常溺餅新励

2013年Ⅱ戈より相編中央病院に勤務tるに至った、災害立y符蔚生学の分野のお話

や福島の放射線以外の健康問題や食の闇題に1捌する魯発活動のお話を伺う。また、

医師を異指したご内身の経験を踏主えての「チャンスの前髪をつかむ」キャリア教育

へも言及していただき、生徒も大いなる刺激を受けた。

⑤菅野クニ氏(ニコニ雛菅野農園)

2012年、国のブ捻ジェクト{才影Nされた謄y易を立ち上げる。飯卦翁寸の住民の立場か

ら、帰村の"1状や地域のニミュニティ、主力産業で島る農業の再生について飯館村

内をバスで移動しながらお話を伺う。

「いいだての道の駅までい鮪」にて

2017年3月31日に避難指示が一部郁部令された飯館'村に復興のシンブルとして整備

された道0刈沢。ここで繊込だされている農作物や花弁はtべて館内に島る放射能測定

器によ0て検査を受けている_

避烈舮斤シミュレーション教材「さtけなぶる」を使用Lたワーケショップ

⑥天野和彦氏q得島大学うつくしまふくしま未央支援センター特任教授)

上泥教材の渕発名で島る。大規模遜矧炉斤迎覚の教訓を生かして、実隣Uこ起こった弓f

例を紹介しながら、災害時における模昼帯逃使蜘訴運鴬スタッフとしての意思決定体験

を、初動捌、涯乱期、肉治形成期の時系列に沿0て体験寸、るワークショップを行った。

避鄭野野での現実をりアルに伝えていただいた。

146 -

Ⅱ
月
川
日
(
色

U
月
Ⅱ
日
(
土
)

U
 
(
日
)

Ⅱ
村
謡



2.2 授業の目的

生徒嗣士のビアエデニケーションを通じて、福島の現状について理解と関心を持ち、

「白分事」として捉える機会を作りたいと苦えた。さらに、母印参中に生徒が実施して

いたブレーンストーミンクカン詣葉や"M測連の喬淺§から、防災にし、要な溌点を重点化し

発表会以降の授共に繋げたいと肴えた。ーつは、「命を守る行動」を主オ本的に行て、

うこと。もうーつは1小常的なメンタルヘルス0M畦持「司上の重要性である。昨今、子と

もをめぐる健染誹U垣としてメンタルヘルスの向上.が挙げられているが、防災敏育のー

環として1,メンタルヘルスの仙U寺増進は重要であると肴えた加。このモニターツァー

を企血した、フィールドパートナーの市那難〔哉氏(ー・般社裂酎去人ふくしま学びのネッ

トワーク理争:・出務局長)にも尋薪若を得て、本授業を尖施することに至0た。本授業

の目的を次の3項に定めた。

1 貞1ヨ本プU髪災の被災地である福島で起こ0ていることを斑リ界し、複合災害とは

何かを脅える二とができる。

2 都市直下型1仙詫や台匝酷斜渋々な災害に対Lて、防災意識を高め「命を守る行動」

が自主的に災行できる。

3 災青羊寺におけるメンタルヘルスを麹才寺するためには、ぽ常約に心の健康を保つ

ことが大例であることを理解tる。
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2、3 生徒による福島研修報告会

言己憶の新しいうちに発表をしたい(させたい)ということで、生'徒自身が見て、閉

いて、ぢえたことを率1直にクラスの生徒へ伝えるべく、・発表時にC、1卦けることとして、

被災者の気持ち、研修の兎樹課、みノνなに伝えたいことを奮前に発表を担当する生徒に

伝えた。

轍告会は、筆者が如.当している保健科の綬業時冏を使0て、次の日程で実施した。

1年蘭組 11月17日(金) 7限(参加生徒 4名)

1作獣発且 H 円 21日ψ0 11颯(参加生徒 2名)

1年梅雜 11打 21日(リ05 限(参加烈二徒 3名)

発喪会の内容として、生徒力H乍成したブレゼンテーション用ファイル0>一部を次に

紹介する。サアイルの作成は基本的に生徒の自山意志とし、写真などはモニターツァー

ι,に白分たちで撮影したt,のを使用Lた。主た、講師が使用した資料については、筆

者が直接i洲市に使用許"河を得ている。
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2,4 アンケートの結果分析

福'票こ1捌tる生徒の予備知識や意識の尖態調査並びに授業を実施したことによる変

化を測るためにアンケートを授契前、授業直後、授業3か月後に実施した、アンケー

陌研果は炊の通りであった(表 2-4-1,2)。

ま十、「福島」と矧いてイメージtるものは何かを血由記述で回答tるよう求めた

ところ、大半の生オ走は、モモ、米などの'X乍物やあかぺこ、会津塗などの名産品、会

津t符、白虎隊などの史跡、歴史上の人物を挙斗十ていた。そのヰ,.で、約半数の生徒が、

地震、浜通り、原子力発磁所、被災地など東E本大震災に関連tる言集を挙げていた。

表2-4-1 授業アンケートとその結果①

問2 次の各項目についてあてはまるところに0をつけてください。(授業前授業後)

食品の産地を確認Lていま寸

カ、0

Gq業後:食品の産地をι寉認し

上うと思いましたか?)

1

1貞 Π

2
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ることができま司"か?

選択肢

している

時々している

していない

米鬮芥

3
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りま寸か?

そう1誤う
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Jや弌コそう,1だ、才コtCレ、
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米1・1符

1宏二'ト羽

4
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"忠110
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ワ,ワ
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1.1

0.0
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全くない

ポ測符

授業後
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12.フ

0.9

(OD

n=103

5
細島県滋の米辻放射能の彩誹

を受けてし,寸心功、心配だ

9.フ
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30.1
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0.0
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0.9
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13.6

0,0
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6
モニタリング検査を知0ていま

すか?

7
婦還困難区域では人は住むこと

ができない

8
原子力発電の使用済み核燃科

の処埋方法は?

知0ている

知らない

未祠答

9

そう恕、う

ややそら思う

ややそう思わない

全くそう恐わない

米回符

日本にとって、原f力発電は'、

要だ

73

12.フ

32.フ

44.5

2.フ

処理力'法は決ま0ている

処興方法は決ま0ていない

太101答

10
が邑炉には訪とどのくらい畔H剖が

かかる?

24.5

74..5

0,9
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2.フ
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11

47.6

52.4

0.0

日人に原発が不可欠だとしたら、

島なたが住んでいる臼治体に建

、て、ても良いで司、力四

0,9
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14.5

25.5
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0.0
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10 {1モ

50竿

1004ι
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未回答

42.フ

42.フ

10.フ

2.9

1.0

報告会の前後で数値が変化した項日は、「福島県産のものを安心して食べることが

できま司、か?」について、「そう思う」「ややそう,獣う」と回答した生徒が、 71.8%か

ら部、4%に上昇,した。片昂島についてニュースや新開で机道されていることに関心が

ありますか?j について、レeう恕、う」「ややそう思う」と回答した生徒が、 73.6%か

ら鉛.5%に上昇した。仔岳島県産の米は放射能の影響を受けていないか心心汁訂につ

いて、「そう,竪、う」「ややそう思う」と回答した生徒が、 54.5%から 45.6先に減少した。

さらに、授業後3か月後に、桃借会やその後の授業に鬨連して、アンケートを行うた。

まず、東日本大震災や福島原発の問題に関連tることについて、授業後に幽主的に

調べたことはあるかについては、「ある」と回答した生徒が、 35名(29.4%)、仔よ'しU

と回答した生徒が朋名(68.9%)であ0た。「ある」と回答した生徒が具体的にどの

ようなことを洲べたかについては以下の通ηであった。
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・補島県での果物などd坊越打線基難値や検金力法など'

・ j京発による被爆の恐ろしさに0いて嗣べた。チェリノフイリ*故を例に、障筈のある f供 6脚杉児}が

たくさ/ν生まれてくることなどを知0た,

・現在の姪島の様子、テレビの叫"象をみあさ0、C暇北の現状をしらべていた。

・気仙沼へ行き、今の復興状況を見ました,

・震災当時の避E倫折の詳しい様 fに0いて、改鉾に詞けた取り組みとじて何が行われていたか俳氏で作0

た仕切りの話など、コミュニケーション英語とも開係があ0たため)。

・福島に行った,福島の波の滞さ、数少ない健物か嚇心波の才Jそろしさがわか0た。立人禁止区閥と立<

できる区問は着板1つでくぎられていて、本『に立入0、ぐも女全なのか疑問に腔、0た。

・東口本大震災による被旨'や現状を""べて、今私が住んでいる東京でもし地震が起きたらどうなるか、ど

うすべきかを少L旨えた。

・現状にっいて綱べてみたら今でも1劇0ている人がいるということに驚いた。放射姓が多かった地域はま

だ立ち入りができなくて仮設住宅に住んでいる人がまだ多く入りことも分かった。

・ふくL主モニターモニターツァーに参加した立場として、穀告会を行0た後友達に、「飯館村'などの婦巡

*は力か0たけれど、喫北全体で避難しで昂0てきた割合はどのくらいなの1 と脚かれたため、東北

全体の滞逓率について捌べてみた。

.東口本火震災後に陶分の自汁H本の防災意識がどのように変わ0たのかを調べた。また、モニターモニター

ツァーに参加したときの資科を統み迦Lた。これから、防ぐことができる震災閣速死について綱べてい

き大二し、、

・厘ゞ件皮害か今もまだ統いているのかに0いて。

・東E本大震災で被災Lた地域の新Lいまちガく"計画。 N功支で流された町の現状について。

.福島産の食べ物の安令隆について綱べた。き、んと検査をしてから売"出されていることを知ることが

できたため、これからは後興への応援もかねて、禎極的に貿うようにしたい。

0 殘分の家ではどこに避好劃、れぱよいのかを嗣べた.これからは、福島での農咋物への取り組みなどに

ノ)いーぐ湘べたい。

・テレビで福島原発を今後どのように廃炉にtるのかを説明していた。前伊肋迂Cいことなので、奏任の所

在寸、ら不確定なところがあ"、闘題が山恭みであることがわか0た。

・東口本ナU霊災によ0て被災された方、々のお話をテレビで聞き、今どのような気1寺力でいるのかを知0た。

現状の写真。スーパーで櫓江み1茎のものが売られているかどうか。

・震災被奔に遭0た地城への募金について

・新聞などで、震災当Uにその部規のお腔ω中{,二寸:子イ共たちが震災とどう向き介ウているのかの記事を

読んだ。

・東H本プU共災が与えた影瓣として、がれきの様子や、膿産業のダメージについて。また、福'り京発の放

射能やそれらの処理をどのように行0ているのか。

・食べ物が実際、どれだけ危険なのか

・韓鬮グX原発付近産地の食品輸入について。円本が訴えた鮫判のこと,

・スーパーに行0て、どのくらい希孤Wル産の食品があるのかを嗣べてみたり、批界の1東発を嗣べたりしてみ

ブと。

・玉訓生者が多いところと少ないところの訓斜杙"也震後の対応のちがい。少ないところは、小さい子獣でさえ、

とにかく走0てにげることを非ごろから体相Lていて、危機意織が強か0た。

・(避難所に0いて)どぅして鍵のかかる仙室はf創瑜だったのか。なんで夜も電気が0け0ぱなしだ0たの

か。
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・楠島涼発の問題から長い午村がたとみとしているが、私たちが想、0ていた以」二に傷は深く、まだ復興の

スタートラインであることを知った。(インタビニー盲己事を嗣べた。)

・インターネットの認事を見たり、粘リ島県のHPを兇たりしている。また、原4引こついての本を賀0たり、

悩町たりして統んでいる。今後は、首都直下型地震についての記事を探じぐ、みたい。

・原発の現状について。放身汁生泌棄物の処理について。

・福品の原発が現在どのような獄ぜ誤なのか調べた。凍」,:跿などが出来たものの、畷炉までは何十年もか

か"、心の復興も含めて現地の復興は主だ終わ0ておら十、続い、ぐいるのだと知0た。

表2-4-2 授業アンケート(3か月後)とその結果②

問2 次の各項目についてあてはまるところに0をつけてください。

食品の産地を徹抗忍していま

・1ーカ、')

工頁日

2
福島県産のものを安心して

食べることができま、と力、?

している

時々している

し、ぐいない

米同答

避択肢

3

福島についてニュースや新聞

で幸艮道されていることに開

心が高ま"ましたか?

1う[乳う

や弌コそう.誓、う

ややそう思わない

令くそう謄、わな、、

未回答

4

回答数四■ n瓢119

福島県産の米は放射能の捗

響を受けていないか心1兜で

、上か?

同答数

上くある

ややある

あまりない

全くない

来翻符

5
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モニタリング検査のことを理

解できましたか?

%

『三・う.1忍、う

ややそう恕0

ややそう思わない

金くそう黒わない

未回答

49.6

42,0

6.フ

1.フ

6

H本に原発が不"1欠だとし

たら、あなたが仟ソνでいる

建治体に建てても良いで司、

カ、?

42.9

39.5

14.3

1,フ

1.フ

理解できた

理解できない

未癒答

5.0

13.4

40.3

39,5

1.フ

そう1尽う

ややそう理0

ややそう想、わない

令くそう周、わない

未詞響

37.8

52.9

6.フ

0.8

1.フ

85,フ

12.6

1.フ

9.2

26.1

37.0

26」

1,フ
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2,5 「災害と健康」の授業の実施

学習指導要領に基dいて、粍井申の健康、慮急手当の授業を行う中で、教科書にある「防

災防犯をめざした社会づく切の内容を振り返る形で授業を実施した。近い将来発生

するといわれている大規模地震を1ネじめとする災害に備え、命を守るために今何が必

要かをぢぇるところに繋ることをねら0て、授業を展開してみた。

授業の内容は次の通りであ0た。

①「ふくし主モニターツァー」の内容の磁轟忍。

②アンケート内容の解説。

③もし、東日本大震災のような震災が起こったら、何に困るだろうか。また、

どのような進備が立、要か。

また、蹄宵神の健康」では、次の内容にも触れた。

①震災による避難生活など非日常的な生活を送る場合、心の健讓には何が大切

か。

さらに、 3学期の定期テストとして、炊の2問を予告問題として設定Lた。

問1 「命を守る行卿U とは何か。具体的に説明せよ。

問2 N咸災」を目的とした日常的な行動や心一卦けとしてどのようなことが挙げら

れるか、あなたの考えを述べよ。

今回は、通常授業の中で、上記の内容を含めることにとどま0た。定期テストの結

果としては、「命を守る行動」についてはほとノVどの生徒は理解をしており、「減災」

を目的とした印常的な行動や心掛けとして、「防災グッズを新調(更新)した」や「家

族と防災について話し合った」「自治体の防災システムについて確認しておく」なと

が挙げられた。その中でも「メンタルの健留駄こ気をつける」「ニミュニケーションを

大切にする」などメンタルヘルスに関する記述t,見られた。

3 考察

生徒によるモニターツァー報告会によ0て、「福島岬●酉のものを安心して食べるこ

とができる」や「福島についてニュースや新聞で帆道されていることに関心が高まっ

た」、「モニタリング検査のことを理リ岬できた」については、一定の効果があ0たこと

力司寉認できた。一方、原子力発電に関わる内容については、'言及tることがかなわな

か0た。こちらの勉強不足もあるが、専門的な灸氏滋を要寸る内容であることから、他

教科とのクロスカリキュヲムを組んで、体系的に学ぶ環境づくりが必要であるとぢぇ

た。

また、3か月後のアンケートによると、震災後の貌状や凍発事故のこと、今後の影

粋など自分が関心を侍った分里Hこついて拘主的に洲べている様子をうかがう二とがで

きた。生徒の報告会を受けて、教利,書にある「防災防犯をめざした社会一づくり」とい

う内容に制柚れつつ、近い1尋来発生するといわれている大規模地震をはじめと寸る災

害に備え、命を守るために今何がし、要かを考えると二ろに繋げることもわずかである
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が実施することができた。何より、ピアエデュケーションによる授業によって、生徒

の関心を引き出t効果はあり、その簿ユ謝才大きか0たと考える。

災害によって非印常的な蹴境にさらされ、ストレスか過剰にかかる状況においてい

かにメンタルヘルスを保持するかという課題に対して、コミニニティづくりが重要で

あることはわかってぃる引 リ

日常的な人閥関係を意識的に恬築させる働きかけを学校教育の現場では必要であ

り、発災前0)アセスメントとして重要になるであろう。また、備蓄品などを匝越鮪tる

のと同じように、斗希左に災害時の心理的反応を学ぶことも重要である励。これには、個々

のメンタルヘルスのコンディション作りも飛要あり、レジリエンスを高めるための施

策が有効であると誘える励。

今後の課題は、自分那としてとらえ、いざ自分たちが被災したときに学習したこと

を実行できることをめざして、より具体釣な教材イづくりを進めていくことである。ま

た、継村餉机こ福島をはじめとtる被災地の実態を伝え続けていくことと、予防的な心

理數育を実践していくために研鐐することが築者の資務である。
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